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プランシュ
指揮 1杉原具理子

♪ ジャングルジムのうた

作詢 まどみちお/作 由 木下牧子

♪故郷
作詞 高野晨之 /作 由 固野貞一

朧月夜

作詢 高野晨え/作 由 岡野貞一

箱根八里

作詢 鳥居 愧 /作 由 瀧廉太郎

ロマンチストの豚
作詞 やなせたか し/作 由 木下牧子

さ び し い カ シ の 木

作詢 やなせたか し/作 由 木下牧子

サ ッ カ ー に よ せ て

作詞 谷川俊太郎 /作 由 木下牧子

♪

♪

♪

♪

♪

2西宮さくらんぼ含唱回

♪

♪

指揮 |二 木此奈子   ピアノ 1上岸芳子

♪ 怪獣のパラー ド

作詞 固口官美子 /作 由 東海林 修

雨のち晴レルヤ
作詞 ユリ|1悠 二/作 由 佐藤わ哉 北川悠ニ
編歯 桜田直子

風よふるさとよ
作詞 きむらいずみ/作 由 安広真理

♪群青
作詞 福島県南相馬市立小高中学校 平成 24年 度卒業生

作歯 4ヽ日美樹 /構成 1ヽ口美樹
編曲 信長貴官

3セレスティーナ男声含唱団
指揮 1辻 伸高  ピアノ い ヒ出真央

♪ 上を向いて歩こう
作詢 永 六輔 /作 由 ヤ村ノヽ大/編 由 ノ]ヽ地義郎

♪ 喜びも悲しみも幾歳月

作詢 木下恙司/作 由 /編 由 辻 恙朗

♪ 見上げてごらん夜の星を

作詞 ネ 六輔 /作 由 ヽヽずみたく/編 由 」ヽ池義郎

男声合唱のための日本民謡メドレー

「八ア ドッコイショ」

作ヨ 鉛木憲夫/作 由 鉛木憲夫

六甲おろし

作詞 佐藤惣之助/作 曲 昔関裕而/編 由 ツト池義 FF・
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♪ みんなで歌い春しょう ♪
JASRAC出 1500928‐ 501

「スキー」 作詞 時雨音羽   作曲 平井康二郎

山は白銀 (しろがね) 朝日を浴びて  すべるスキーの風切る速さ。
飛ぶは粉雪 (こ ゆき)か 舞い立つ霧か  お お お この身も かけるよ かける

真一文字 (まいちもんじ)に 身をおどらせて  さつと飛び越す飛鳥 (ひちょう)の翼
ぐんとせまるは ふもとか 谷か   お お お たのしや 手練 (し ゅれん)の飛躍 (ひやく)

風をつんざき 左へ 右へ   飛べは おどれば 流れる斜面
空はみどりよ 大地は自よ    お お お あの丘われらを招 く

・

「早春賦」 作詞 吉丸一昌   作曲 中田章

春は名のみの  風の寒さや   谷のうぐいす  歌は思えど
時にあらずと  声もたてず   時にあらずと  声もたてず

氷解 (と )け去り  葦 (あ し)は角 (つの)ぐむ さては時ぞと  思うあやにく
今 日も昨日 (き のう)も  雪の空     今 日も昨 日 (き のう)も 雪の空

春と聞かねば  知らでありしを   聞けば急 (せ)かるる  胸の思いを
いかにせよと  この頃か    いかにせよと  この頃か

「冬景色」 作詞・作曲不詳

さ霧消ゆる湊江 (みなとえ)の  舟に自 (しろ)し 朝の霜 (し も)
ただ水鳥 (みずどり)の声はして  いまだ覚めず 岸の家

烏 (からす) 哺 (な)き て木に高く   人は畑 (はた)に 麦を踏む
げに小春日 (こはるび)の  のどけしや  かへり咲 (ざき)の  花も見ゆ

(あ らし)吹きて 雲は落ち
時雨 (し ぐれ) 降りて日は暮れぬ

(も )し 灯火 (と もしび)の 漏 (も )れ来ずば
それと分 (わ)か じ 野辺 (のべ)の里

］風
　
　
若




